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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第110期
第３四半期
連結累計期間

第111期
第３四半期
連結累計期間

第110期

会計期間

自2021年
　４月１日
至2021年
　12月31日

自2022年
　４月１日
至2022年
　12月31日

自2021年
　４月１日
至2022年
　３月31日

売上高 （千円） 58,955,593 64,358,142 77,524,179

経常利益 （千円） 1,442,602 1,453,429 1,357,254

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,085,173 676,564 366,568

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 828,607 312,766 72,703

純資産額 （千円） 35,906,089 35,014,539 35,149,460

総資産額 （千円） 71,534,734 71,969,438 64,702,146

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 130.49 81.23 44.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.6 48.7 53.7

 

回次
第110期
第３四半期
連結会計期間

第111期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自2021年
　10月１日
至2021年
　12月31日

自2022年
　10月１日
至2022年
　12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 59.36 30.83

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

省略しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。連結

子会社であるTATRAS INTERNATIONAL株式会社が新株予約権を発行しておりましたが、TATRAS INTERNATIONAL

株式会社における2022年６月21日開催の取締役会決議に基づき、同日をもって全て消却いたしました。

なお、第110期までの潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、非上場で期中平均株価

が把握できないため、当該新株予約権発行の影響を潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益の計算

に反映しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主要な関係会社の異動は、概ね次のとおりであります。

＜マテリアル事業＞

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった八木貿易（深圳）有限公司、PROGRESS（THAILAND）
CO.,LTD.を重要性が高まったことにより連結の範囲に含めております。
第２四半期連結会計期間より、swatchbook INC.の株式を取得したことにより同社を持分法適用の範囲に含
めております。

＜アパレル事業＞

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であったYAGI VIETNAM COMPANY LIMITEDを重要性が高まったこと

により連結の範囲に含めております。

＜ブランド・ライフスタイル事業＞

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった日帕化粧用具（嘉善）有限公司、株式会社Dream boxを

重要性が高まったことにより連結の範囲に含めております。

当第３四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であるTATRAS INTERNATIONAL株式会社を存続会社、同

じく当社の連結子会社（孫会社）である株式会社REPRO-PARKを消滅会社とする吸収合併を行ったことに伴い、連

結の範囲から除外しております。

また、当第３四半期連結会計期間において、当社の連結子会社（孫会社）であるTATRAS USA LLCは、同じく当

社の連結子会社（曾孫会社）であるTERMINAL27 INC.の株式の全てを売却したことに伴い、連結の範囲から除外

しております。

第１四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社であった株式会社Möbiusの株式の全てを売却したこと

に伴い、持分法適用の範囲から除外しております。

第２四半期連結会計期間より、持分法非適用関連会社であった株式会社WINWIN YJVに追加出資したことにより

重要性が高まったため同社を持分法適用の範囲に含めております。

＜不動産事業＞

主要な関係会社の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ヤギ(E02825)

四半期報告書

 3/22



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態の分析

①流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ5,951,021千円増加し、

55,161,592千円となりました。これは、電子記録債権が増加したことが主な要因であります。

 

②固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1,316,271千円増加し、

16,807,845千円となりました。これは、投資有価証券が増加したことが主な要因であります。

 

③流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ10,695,775千円増加し、

33,212,277千円となりました。これは、短期借入金が増加したことが主な要因であります。

 

④固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ3,293,561千円減少し、

3,742,622千円となりました。これは、長期借入金が減少したことが主な要因であります。

 

⑤純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ134,921千円減少し、35,014,539

千円となりました。これは、繰延ヘッジ損益が減少したことが主な要因であります。

 

（２）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けながらも、行動制

限が緩和されたことにより経済活動は正常化に向かいましたが、新たな変異株により感染症が再び拡大し、また、世

界的なエネルギー価格の上昇、原材料価格の高騰、世界的な金融引締めによる急速な円安の進行、そしてロシアによ

るウクライナ侵攻の長期化による世界的な景気後退懸念もあり、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループはこのような厳しい環境のもと、３ヵ年の中期経営計画「MAKE A DREAM，１+∞」の最終年度を迎え

ており、４つの重点方針である「経営体制の高度化」、「事業ポートフォリオの最適化」、「次世代事業の創出」、

「サスティナビリティの着実な実行」の総仕上げに向け、経営組織体制の強化、優良取引先との取り組み深耕、ブラ

ンドビジネスの推進に尽力しております。

なかでもサスティナビリティにおいては、YAGIthical（ヤギシカル）と名付けたエシカル活動を意欲的に継続して

おり、また市場で益々関心が高まっている環境配慮型商材の積極的な開発、ブランディング、販売活動をグループ全

体で展開しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は64,358,142千円（前年同期比9.2％増）、営業利

益は1,206,089千円（前年同期比18.2％増）、経常利益は1,453,429千円（前年同期比0.8％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は676,564千円（前年同期比37.7％減）となりました。
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セグメント別の経営成績を示すと、次のとおりであります。

 

＜マテリアル事業＞

合成繊維においては、引き続き高次加工糸等の差別化原料や車輌向け原料販売に注力しておりますが、長引く

原材料価格の高騰・電気代の値上げによるコスト増で対応に苦慮しました。

一方で天然繊維においては、主力となるサスティナブル素材のオーガニック糸の荷動きが堅調に推移しまし

た。

この結果、売上高は25,074,672千円（前年同期比23.2％増）、セグメント利益（経常利益）は566,879千円（前

年同期比37.8％増）となりました。

 

＜アパレル事業＞

コロナ禍での行動規制の緩和や人流の回復もあり、市場全体としては復調傾向にありましたが、年末にかけて

気温の低下が遅く、重衣料の販売で苦戦を強いられました。

また原材料及び燃料価格の高騰、急速な円安進行による輸入コストの上昇や、販売先に対し価格転嫁し難い状

況は依然として続いており、売上規模を維持しても利益確保に苦慮する大変厳しい状況となっております。

この結果、売上高は28,165,269千円（前年同期比0.3％増）、セグメント利益（経常利益）は1,368,445千円

（前年同期比2.8％減）となりました。

 

＜ブランド・ライフスタイル事業＞

生活雑貨や資材を取り扱うライフスタイル事業においては、原材料や加工で差別化を図った高機能資材などの

販売が堅調に推移しました。

　またブランド事業では、コロナ禍で冷え込んでいた消費マインドの反動や、一部ブランドでの原価高騰に伴う

販売商品の値上げ等が収益の確保に寄与しました。

この結果、売上高は12,744,667千円（前年同期比8.7％増）、セグメント利益（経常利益）は362,522千円（前

年同期比34.5％増）となりました。

 

＜不動産事業＞

当セグメントにおきましては、賃貸事業において新型コロナウイルス感染症の影響から一定の回復が見られ、

売上高は594,860千円（前年同期比19.0％増）、セグメント利益（経常利益）は357,500千円（前年同期比30.7％

増）となりました。

 

（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（４）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第３四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方

針について重要な変更はありません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、

重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

（６）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は13,909千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,568,000

計 45,568,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2023年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,140,000 9,140,000
㈱東京証券取引所

スタンダード市場

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 9,140,000 9,140,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2022年12月５日

（注）
△60,000 9,140,000 － 1,088,000 － －

（注）発行済株式総数の減少は、2022年11月25日開催の取締役会決議に基づき、2022年12月５日付で自己株式の消却を行っ

たことによるものであります。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】
 

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 844,800 －

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社における

標準となる株式

単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,292,200 82,922 同上

単元未満株式 普通株式 3,000 － －

発行済株式総数  9,140,000 － －

総株主の議決権  － 82,922 －

 
 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヤギ
大阪市中央区久太郎町

二丁目２番８号
844,800 － 844,800 9.24

計 － 844,800 － 844,800 9.24

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,809,611 5,800,267

受取手形及び売掛金 22,129,551 ※２ 24,178,288

電子記録債権 7,705,621 ※２ 12,230,446

棚卸資産 9,029,701 10,776,206

その他 3,582,193 2,318,804

貸倒引当金 △46,108 △142,422

流動資産合計 49,210,571 55,161,592

固定資産   

有形固定資産 4,513,901 4,595,485

無形固定資産   

のれん 301,326 210,928

その他 853,320 721,675

無形固定資産合計 1,154,647 932,603

投資その他の資産   

投資有価証券 6,058,801 7,608,544

その他 4,769,440 4,517,745

貸倒引当金 △1,005,215 △846,533

投資その他の資産合計 9,823,025 11,279,756

固定資産合計 15,491,574 16,807,845

資産合計 64,702,146 71,969,438

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,136,911 9,914,284

電子記録債務 1,939,881 2,492,708

短期借入金 4,490,000 9,766,176

１年内返済予定の長期借入金 300,000 3,200,000

未払法人税等 109,812 677,647

賞与引当金 526,316 442,669

その他の引当金 63,663 19,274

その他 4,949,916 6,699,515

流動負債合計 22,516,501 33,212,277

固定負債   

長期借入金 4,613,469 1,400,000

繰延税金負債 134,680 86,562

引当金 56,635 11,029

退職給付に係る負債 1,109,745 1,106,466

その他 1,121,652 1,138,564

固定負債合計 7,036,183 3,742,622

負債合計 29,552,685 36,954,899
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,088,000 1,088,000

資本剰余金 71,113 34,473

利益剰余金 33,248,987 33,865,825

自己株式 △727,993 △719,964

株主資本合計 33,680,107 34,268,334

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,472,228 1,890,571

繰延ヘッジ損益 214,351 △919,266

為替換算調整勘定 2,038 261,635

退職給付に係る調整累計額 △643,735 △486,735

その他の包括利益累計額合計 1,044,883 746,204

非支配株主持分 424,470 －

純資産合計 35,149,460 35,014,539

負債純資産合計 64,702,146 71,969,438
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 58,955,593 64,358,142

売上原価 45,940,747 50,751,654

売上総利益 13,014,846 13,606,487

販売費及び一般管理費 11,994,869 12,400,397

営業利益 1,019,976 1,206,089

営業外収益   

受取利息 15,164 7,761

受取配当金 194,970 182,171

為替差益 － 177,330

受取補償金 246,644 －

その他 160,905 147,893

営業外収益合計 617,684 515,157

営業外費用   

支払利息 37,311 30,614

貸倒引当金繰入額 92,410 66,091

為替差損 7,192 －

持分法による投資損失 20,197 137,296

その他 37,946 33,815

営業外費用合計 195,058 267,817

経常利益 1,442,602 1,453,429

特別利益   

投資有価証券売却益 65,365 －

子会社株式売却益 348,627 －

固定資産売却益 － 22,702

債務免除益 － 13,469

特別利益合計 413,993 36,172

特別損失   

投資有価証券評価損 256,923 －

子会社株式売却損 － 153,750

特別損失合計 256,923 153,750

税金等調整前四半期純利益 1,599,671 1,335,851

法人税等 516,106 728,113

四半期純利益 1,083,564 607,738

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,608 △68,826

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,085,173 676,564
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 1,083,564 607,738

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △276,808 420,376

繰延ヘッジ損益 △137,319 △1,133,617

為替換算調整勘定 13,693 134,066

退職給付に係る調整額 147,085 156,999

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,608 127,203

その他の包括利益合計 △254,957 △294,971

四半期包括利益 828,607 312,766

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 830,288 380,953

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,681 △68,186
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、重要性が高まったことにより八木貿易（深圳）有限公司、日帕化粧用具（嘉善）

有限公司、PROGRESS（THAILAND）CO.,LTD.、YAGI VIETNAM COMPANY LIMITED、株式会社Dream boxを連結の範囲に含

めております。

当第３四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であるTATRAS INTERNATIONAL株式会社を存続会社、同

じく当社の連結子会社（孫会社）である株式会社REPRO-PARKを消滅会社とする吸収合併を行ったことに伴い、連

結の範囲から除外しております。

また、当第３四半期連結会計期間において、当社の連結子会社（孫会社）であるTATRAS USA LLCは、同じく当

社の連結子会社（曾孫会社）であるTERMINAL27 INC.の株式の全てを売却したことに伴い、連結の範囲から除外

しております。

 

（持分法適用の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社であった株式会社Möbiusの株式の全てを売却したこと

に伴い、持分法適用の範囲から除外しております。

第２四半期連結会計期間より、持分法非適用関連会社であった株式会社WINWIN YJVに追加出資したことにより

重要性が高まったため同社を持分法適用の範囲に含めております。また、swatchbook INC.の株式を取得したこと

により同社を持分法適用の範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

（１）非連結子会社及び関連会社の銀行借入及びL/C開設等に対する保証

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

BOLDMAN㈱ 19,671千円 16,803千円

譜洛革時（上海）貿易有限公司 798千円 107千円

 

（２）上記以外の会社の借入に対する保証

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

A TECH TEXTILE CO.,LTD. 17,037千円（587,504千円） 17,699千円（610,310千円）

共同保証額のうち連結子会社負担額を記載しており、総額は（　）内に記載しております。

 

（３）債権譲渡契約に基づく債権流動化

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

債権流動化に伴う買戻義務 238,171千円 387,443千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理は手形交換日又は決済日をもって決済処理しております。した

がって、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形等が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

受取手形 －千円 305,238千円

電子記録債権 －千円 258,140千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

減価償却費 447,106千円 416,777千円

のれんの償却額 90,398千円 90,398千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 398,492 48 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動

当社は、2021年５月31日の取締役会決議に基づき、2021年６月14日付で1,368,000株の自己株式の消

却をいたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が892,922千円、利益剰

余金が246,721千円、自己株式が1,139,644千円減少しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 333,045 40 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動
当社は、2022年11月11日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適
用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、2022年11月25日付で60,000
株の自己株式の取得をいたしました。これにより、当第３四半期連結累計期間において自己株式が
67,260千円増加しました。

また、当社は、2022年11月25日の取締役会決議に基づき、2022年12月５日付で60,000株の自己株式の

消却をいたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が29,473千円、利益剰

余金が21,656千円、自己株式が51,129千円減少しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）２

 
マテリアル
事業

アパレル
事業

ブランド・

ライフスタイル事業
不動産事業 計

売上高        

顧客との契約から

生じる収益
19,843,253 27,157,770 11,627,973 － 58,628,996 － 58,628,996

その他の収益 － － － 326,596 326,596 － 326,596

外部顧客への

売上高
19,843,253 27,157,770 11,627,973 326,596 58,955,593 － 58,955,593

セグメント間の

内部売上高または

振替高

508,670 909,862 96,227 173,121 1,687,882 △1,687,882 －

計 20,351,923 28,067,632 11,724,200 499,718 60,643,475 △1,687,882 58,955,593

セグメント

利益
411,263 1,407,450 269,590 273,494 2,361,799 △919,197 1,442,602

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメント間取引消

去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．報告セグメントのセグメント利益及び調整額の合計は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致して

おります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）２

 
マテリアル
事業

アパレル
事業

ブランド・

ライフスタイル事業
不動産事業 計

売上高        

顧客との契約から

生じる収益
24,298,401 26,964,470 12,673,319 － 63,936,190 － 63,936,190

その他の収益 － － － 421,951 421,951 － 421,951

外部顧客への

売上高
24,298,401 26,964,470 12,673,319 421,951 64,358,142 － 64,358,142

セグメント間の

内部売上高または

振替高

776,271 1,200,799 71,348 172,908 2,221,328 △2,221,328 －

計 25,074,672 28,165,269 12,744,667 594,860 66,579,470 △2,221,328 64,358,142

セグメント

利益
566,879 1,368,445 362,522 357,500 2,655,348 △1,201,918 1,453,429

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメント間取引消

去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．報告セグメントのセグメント利益及び調整額の合計は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致して

おります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

事業分離

子会社株式の譲渡

１．事業分離の概要

（１）分離先企業の名称

分離先と機密保持契約を締結しているため非開示

（２）分離した子会社の名称及び事業の内容

名称　　　　　　　TERMINAL27 INC.

事業の内容　　　　アパレル衣料品等の小売業

（３）事業分離を行った理由

当社グループのアメリカ拠点として、2020年12月にカリフォルニア州に設立し、主にアパレル衣料品等

の小売業を営んでおりましたが、新型コロナウィルスの影響などもあり、採算の確保が困難な状態が継続

しており、今後のグループ全体における経営資源の最適配分の観点から、全株式の譲渡を決定いたしまし

た。

（４）事業分離日

2022年10月１日

（５）法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

受取対価を現金等の財産のみとする株式譲渡

 

２．実施した会計処理の概要

（１）移転損益の金額

子会社株式売却損　153,750千円

（２）分離した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産　　　　　150,957千円

固定資産　　　　　117,479千円

資産合計　　　　　268,437千円

流動負債　　　　　 60,365千円

負債合計　　　　　 60,365千円

（３）会計処理

当該譲渡株式の連結上の帳簿価額と売却額との差額を「子会社株式売却損」に計上しております。

 

３．分離した事業が含まれていた報告セグメント

ブランド・ライフスタイル事業

 

４．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

売上高　　　　　114,325千円

営業損失　　　　192,891千円

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま
す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益 130円49銭 81円23銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,085,173 676,564

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
1,085,173 676,564

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,316 8,328

（注）　連結子会社であるTATRAS INTERNATIONAL株式会社が新株予約権を発行しておりましたが、TATRAS INTERNATIONAL

株式会社における2022年６月21日開催の取締役会決議に基づき、同日をもって全て消却いたしました。このため、

当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの、

非上場で期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。
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２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年２月14日

株式会社ヤギ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　尚弥

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飛田　貴史

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤギの

2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年12月31日

まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤギ及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点にお

いて認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
 
・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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